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厚は 0.8~ 1.4 m程度であることより，解析モデルにおける頂版厚 hは 0.7mから I T1: T2 : T3 = 2 : 3 : 2 
1.3 m まで 0.2m 間隔で四種類とした. RC部材の弾性係数，ポアソシ比，単位重量 q
は，それぞれ 3x105kgf/cmペ0.2，2.5 tf/m3と仮定している.立体解析には有限帯
板法を用い，解析を行うためのモデル化等は文献 2)を参考にして次のようにした.
1)開口部要素の板厚は 1mとし，剛性および単位質量を 7/12に低減した. 2)支持
条件は地盤反力を無視し底版の両端を単純支持とし，仮想、スパン長は 30m とした.





















































証実験，コンクリート工学年次論文報告集，第15巻，第2号. pp. 935~940 ， 1993.6. 
• T=35m田c，c=1.0m 
• T=35m日 c，c=1.8m 
企 T=35msec， c=3.0m 
o T =70msec， c=1.0m 
ロ T=70m時 c，c=1.8m 
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